






An Educational Program of Problem 
Oriented Medical Record for Student Nurses 
- Clearing up of Problem -
Akiko SUGITA, Takako TSUKAHARA, Fumiko WATANABE 
Department of Nursing, Kawasaki College of Allied Health Professwns 
Kurashiki 701-01, Japan 
(Received on Aug. 23, 1985) 











POMR (Problem Oriented Medical Rec-
















































































































































る。その項目は，食事（内容 ・量 ・食欲 ・間食
の有無・調理担当者） ，排泄（便の性状 ・量・





















































































2, 3, 10, 15, 16, 19, 20, 21の9項目であり，
5班以上が とらえている項目は， No.8, 9, 12, 
表 I. 学生が抽出した問題と思われる情報
＼ No. 問題と思われる情報 A 班 B 班 C 班 D 班 E 班 F 班 G 班
主 1 全身疲労
゜゜゜゜゜゜゜訴 2 多飲 ・多渇3 1972年糖尿病と診断される
゜゜゜゜゜゜゜4 1972年より仄手廊a,;2000 kcal 
現
5 1979年口渇 ・多尿 ．倦怠感





8 198碑 強い倦怠感・血糖45mg/di 
゜゜゜゜ ゜゜歴， 198碑mg2/d月i尿糖（廿） 1.9mg/dl・ 血糖 尿糖 閃 尿糖 尿糖 尿糖が204 (-lt） （柑 ） 高い
10 1982年4月血糖415mg/di 
゜
扁血糖 両血糖 局血糖 尚血糖 高血糖 両血糖
11 入院指示日より 3ヶ月後に入院
問 12 背中が痒ゆい
゜ ゜゜゜゜゜診 13 1 ~ 2カ月前より目やに14 近視 ・乱視のためメガネ使用
゜゜ ゜゜゜所 15 便秘（ ロストール使用） ゜ ゜見 16 排尿10回／日（夜間 1~2回） 頻尿 頻尿 頻尿 頻尿 頻尿 少其尿 頻尿17 結膜充血
゜
結膜炎
゜ ゜゜身 18 醐函 3本未処置 ゜゜ ゜体 19 口角びらん 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇20 肝臓わずかに触知 肝肥大
゜゜
肝肥大 肝肥大 肝肥大 肝肥大
所 21 両趾間の皮固白色剥離
゜ ゜゜゜゜見 22 爪の変形 ゜゜23 アキレス腱反射(-) ゜ ゜゜゜既四 24 1943年虫垂炎の手術往止 25 1962年痔の手術
゜゜生習 26 酒 ・ビール 1本／日活忙 27 タパコ 20本／日
羹歴 28 癌（＋） ・高血圧症(+)・脳血管障害(+)
゜ ゜
看護科における POMR教育 41 
13, 14, 17, 18, 22の8項目である。この内容














6, 1, 24, 26, 27の 6項目である。 5班以上




症状もなく ，食事療法のみで コントロ ール出来
ていたが，1979年から ，口渇 ・多尿 ・イ巻怠憾の
自覚症状を伴い コントロー ルもうまくいかず現

























































② 情報 ・問題間の相互関係 ・因果関係
各 グループの情報 ・問題間の相互関係 ・因果
関係をみる と， 図 lでは，糖尿病グループの情
報 （症状 ・検査データ）は， 既習の病態生理 ・
生理学 ・解剖学の知識を整理 し， 糖代謝異常に
より高血糖をき たし， 尿糖の排出をみる。 また，
42 杉田明子 ・塚原貴子・ 渡邊ふみ子
注 1) 記り① 関係あり 注 2) 太字は教aが加え にも の
② 因果l係
R [ l 相閃関係
④ 同じ
図 I KJ法によるグルーヒ°ング (A班）
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